
湖南市文化財保存活用地域計画【滋賀県】

指定等文化財は１１８件、未指定文化財は９６９件把握

①水と緑ー野洲川の恵みと災害
本市は水と緑が豊かな地であり、野洲

川や市を囲む山々の恵みは人々の生活や
生業を支えてきました。一方、時に自然
は人々に脅威を与え、その記憶と教訓は
各地に残る文化財を通して今に伝わって
います。

③神と仏ー湖南の山々に育まれた
信仰と文化
山々に囲まれた本市に住む人々は、自然

の中に神の存在を感じ、仏教が伝えられると、
神と仏をとも信仰してきました。社寺やその
跡だけでなく、地域にも摩崖仏をはじめとす
る石仏が多く残っており、神と仏が本市に住
む人々の心をささえてきたことがわかります。

②街道と交流ー石部宿と街道が
織りなす歴史と文化
本市は古代から東海道をはじめとるす

街道が通過する交通の要衝であり、江戸
時代に石部宿が整備されると、多くの文
人墨客が訪れました。また、野洲川も琵
琶湖に通じる重要な水陸路として物流に
利用されてきました。

【計画期間】 令和９～18年度（10年間）
【面 積】 70.4㎢
【人 口】 約５万人
【関連制度】
100年フード「石部のいもつぶし」（R5年度）

平松のウツクシマツ

自生地

④暮らしとまつりーまつりを通じ
た地域の絆と文化の継承
本市には暮らしのなかにとけこんで大切に

継承されている地域のまつりや民話、民謡、
食文化があり、各地域の特色を生み出してき
ました。また、これらによって育まれた地域
の絆は争いの歴史からも知ることができます。
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指定等文化財件数一覧（令和８年８月現在）

歴史文化の特性
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平松のぼんのこ・

へんのこ祭

推進体制

国指定・
選定

国選択 県指定 市指定 国登録 合計

8 - 0 13 1 22

絵画 2 - 4 9 0 15

彫刻 24 - 3 24 0 51

工芸品 3 - 2 10 0 15

書跡・典籍 1 - 0 5 0 6

古文書 0 - 0 1 0 1

考古資料 0 - 0 0 0 0

歴史資料 0 - 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0

0 - 0 0 0 0

0 0 0 2 0 2

1 - 1 0 0 2

0 - 0 0 0 0

1 - 0 2 0 3

0 - - - - 0

0 - - - - 0

40 0 11 66 1 118

類型・種別

有形文化財

建造物

美術工芸品

文化的景観

無形文化財

民俗文化財
有形の民俗文化財

無形の民俗文化財

記念物

遺跡

名勝地

動物、植物、地質鉱物

伝統的建造物群

合計



【将来像】地域の繋がりに支えられた『湖南市らしさ』を
みんなで守り育て、未来へつなぐまち

湖南市文化財保存活用地域計画【滋賀県】

基本方針

１
文化財を
みんなで
知る

２
文化財を
みんなで
守る

３
文化財を
みんなに
伝える

４
文化財を
みんなで
活かす

５
文化財を
みんなで
つなぐ

課題

１-１ 文化財の把握調査

１-２ 湖南市らしさの発見

１-３ 文化財の調査・研究

２-１ 文化財の適切な保存・管理

２-２ 文化財指定の推進

２-３ 文化財を収蔵・保管する施設の整備

２-４ 文化財の防災・防犯対策

３-１ 文化財の価値や魅力の発信

３-２ 文化財の調査・研究成果の公開

４-１ 文化財の活用・周辺施設整備

４-２ 文化財を活用した地域活動の持続に

向けた取組

５-１ 文化財を活用した学校教育・生涯学習

５-２ 文化財の保存・活用に取り組む体制

の整備

措置の例

・未指定文化財の把握に偏りがあり、現状
把握も不十分です。
・市民とともに文化財を掘り起こすことが
必要です。 ほか

・指定等文化財の保存・管理が不十分です。
・未指定文化財の保護に向けた指定の取組
が不足しています。
・文化財の防災・防犯対策が不足していま
す。 ほか

・市内外の多くの人たちに文化財の価値や
魅力を発信する取組が不足しています。

ほか

・文化財を活用した取組や周辺施設の整備
が不足しています。
・文化財を活用した地域活動への支援が必
要です。

・文化財を活用した学校教育・生涯学習の
さらなる充実が必要です。
・文化財の保存・活用に取り組む体制の整
備が必要です。

１-１ 文化財の把握調査 文化財把握調査事業、遺跡等調査事業
１-２ 湖南市らしさの発見 湖南市文化財講座事業
１-３ 文化財の調査・研究 指定等文化財台帳整備、少菩提寺遺跡調査 ほか

２-１ 文化財の適切な保存・管理
指定等文化財現況調査、指定等文化財保存管理事業

２-２ 文化財指定の推進 文化財指定の推進
２-３ 文化財を収蔵・保管する施設の整備

東海道石部宿歴史民俗資料館整備事業
２-４ 文化財の防災・防犯対策

指定等文化財管理事業、防災・防犯体制の構築 ほか

３-１ 文化財の価値や魅力の発信
文化財に関する情報発信、文化財マップ等作成 ほか

３-２ 文化財の調査・研究成果の公開
調査成果の電子版報告書作成および公開、
東海道歴史民俗資料館管理運営 ほか

４-１ 文化財の活用・周辺施設整備 指定等文化財説明看板整備事業 ほか
４-２ 文化財を活用した地域活動の持続に向けた取組

文化財を保存・活用する地域活動支援

５-１ 文化財を活用した学校教育・生涯学習
学校教育における文化財を教材とする取組の推進

５-２ 文化財の保存・活用に取り組む体制の整備
文化財保護担当職員の体制整備、
（仮称）湖南市文化財保存活用地域計画協議会
の設置・運営 ほか

文化財の保存・活用に関する基本方針・課題・措置


